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第14回 通常総会

本
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益
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い
中
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く
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臨
席
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い
た
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し
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。
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ね
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御
礼
を
申
し
上
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ま
す
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御
礼
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上
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さ
て
、
令
和
六
年
度
の
我
々
練
馬
西
法
人
会
は
、
役
員
、
そ
し
て
会
員
が
一
体
と
な
り
多
く
の
こ
と

さ
て
、
令
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六
年
度
の
我
々
練
馬
西
法
人
会
は
、
役
員
、
そ
し
て
会
員
が
一
体
と
な
り
多
く
の
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
沢
山
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
支

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
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沢
山
の
成
果
を
上
げ
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こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
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。
そ
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一
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部
活
動
で
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、
第
一
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自
転
車
マ
ナ
ー
教
室
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第
三
支
部
の
防
災
フ
ェ
ス
タ
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ど
地
域
貢
献
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な
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、

当
会
に
於
い
て
は
ま
だ
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お
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髙橋会長の挨拶

令和７年６月９日（月）練馬区立勤労福祉会館に於いて第１４回通常総会が開催され、令和７年６月９日（月）練馬区立勤労福祉会館に於いて第１４回通常総会が開催され、
近藤練馬西税務署長他、多くの来賓及び会員の皆様のご出席を頂きました。近藤練馬西税務署長他、多くの来賓及び会員の皆様のご出席を頂きました。
総会は、初めに令和６年度事業・収支決算報告及び監査報告の件について審議され総会は、初めに令和６年度事業・収支決算報告及び監査報告の件について審議され
承認されました。その後令和７年度事業計画・収支予算について報告がありました。承認されました。その後令和７年度事業計画・収支予算について報告がありました。
第 2 部として、感謝状・記念品の贈呈、ご来賓の方からのご祝辞を頂きました。第 2 部として、感謝状・記念品の贈呈、ご来賓の方からのご祝辞を頂きました。
懇談会では、前川練馬区長のご祝辞を頂いた後、ご来賓の方 と々会員の皆様との和懇談会では、前川練馬区長のご祝辞を頂いた後、ご来賓の方 と々会員の皆様との和
やかな懇談の場になり、約 127 名の方々が参加されました。やかな懇談の場になり、約 127 名の方々が参加されました。

通常総会にて受彰された皆様

2024年度収支決算書及び
2025年度収支予算書

2024年度　収支決算書

2025年度　収支予算書

自　2024年4月   1日
至　2025年3月31日 （単位 ： 円）

自　2025年4月   1日
至　2026年3月31日 （単位 ： 円）

1.事業活動収入

2.事業活動支出

経常増減の部

科　　目 2024 年度決算 2023 年度決算 差　額 摘　要

（1）基本財産運用益 0 0 0

（２）特定資産運用益 9,633 7,363 2,270 

（３）受取会費 18,012,150 18,378,800 ｰ 366,650

（４）事業収益 3,055,707 2,632,177 423,530 

（５）受取補助金等 11,468,200 12,020,407 ｰ 552,207 

（６）受取負担金 3,593,101 3,091,080 502,021 

（７）雑収益 270,780 553,606 ｰ 282,826

事業活動収入計 36,409,571 36,683,433 ｰ 273,862

（１）税に関する事業 17,313,555 17,634,061 ｰ 320,506 

（２）地域企業の健全な発展に資する事業 2,596,848 2,963,541 ｰ 366,693 

（３）地域社会への貢献を目的とする事業 3,211,974 3,703,986 ｰ 492,012 

（4）会員の福利厚生等に資する事業 1,070,653 1,486,409 ｰ 415,756

（５）会員の交流等に資する事業 9,494,223 8,878,079 616,144 

（６）管理費 4,026,189 5,763,871  ｰ 1,737,682

事業活動支出計 37,713,442 40,429,947 ｰ 2,716,505

事業活動収支差額 ｰ 1,303,871 ｰ 3,746,514 2,442,643

経
常
収
益

科　　目 2025 年度予算 2024 年度予算 差　額 備　考

（１）特定資産運用益 2,500 2,500 0 

（２）受取会費 17,932,800 18,225,000 ｰ 292,200 

（３）事業収益 778,000 778,000 0 

（４）受取補助金等 11,711,300 11,451,200 260,100

（５）受取負担金 5,180,500 5,291,500 ｰ 111,000 

（６）雑収益 603,000 1,217,000 ｰ 614,000

経常収益計（Ａ） 36,208,100 36,965,200 ｰ 757,100 

経
常
費
用

科　　目 2025 年度予算 2024 年度予算 差　額 備　考

（１）公益目的事業 21,268,110 22,767,109 ｰ 1,498,999

（２）収益事業等 10,767,326 10,212,616 554,710

（３）管理費 4,786,224 4,697,105 89,119 

経常費用計（Ｂ） 36,821,660 37,676,830 ｰ 855,170

当期経常増減額（A）－（Ｂ） ｰ 613,560 ｰ 711,630 98,070
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役員改選、東法連総会受彰者 役員改選

　

さ
る
六
月
九
日
開
催
の
総
会
で
役
員
の
改
選
が
あ
り
次
の

と
お
り
新
役
員
が
決
定
致
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）
○
印
は
新
任

 

■
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大
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木
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〃 
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山
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史
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・
S
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　

〃 

　

丸
山　

晶
子 

（
医
）遼
山
会 

関
町
病
院

　
　

〃 

　

井
口　

博
一 

（
有
）い
ぐ
ち

　
　

〃 

　

吉
田
久
美
子 
（
株
）宝
建
工
務
店

　
　

〃 

○
坂
口
亀
一
郎 
（
株
）若
杉
工
務
店

　

 

■
常
任
理
事

第 

一 

支 

部 

長 

　

矢
花　

伸
之 

（
株
）ワ
イ
プ
ラ
ス

第 

二 

支 

部 

長 

　

長
谷
川
隆
夫 

長
谷
川
運
送（
有
）

第 

三 

支 

部 

長 

　

小
松　

隆
浩 

小
松
電
気
工
事（
株
）

第 

四 

支 

部 

長 

　

小
澤　

英
雄 

（
株
）小
澤
葬
祭

第 

五 

支 

部 

長 

　

鈴
木　

昌
一 

（
有
）ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

第 

六 

支 

部 

長 

　

曽
我　

幸
弘 

（
株
）曽
我
工
業

第 

七 

支 

部 

長 

　

吉
田　

明
生 

（
株
）吉
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
商
会

女 

性 

部 

会 

長 

○
岩
澤　
　

薫 

（
有
）創
栄

青 

年 

部 

会 

長 

　

松
浦　

大
介 

（
株
）H
I
G
H-

F
I
V
E

源 

泉 

部 

会 

長 

　

浅
井
洋
一
郎 

（
株
）佃
屋

総
務
副
委
員
長 

　

田
中　

則
雄 

（
株
）小
関
田
中
園 

厚
生
副
委
員
長 

　

北
川　
　

潤 

日
本
エ
ヌ
ティ
ア
ー
ル（
株
）

 

　

 

　

 

■
監
　
事

監　
　
　

事 

○
髙
橋　

雄
二 

（
有
）ユ
ー
・
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

　
　

〃 

○
岩
渕　

隆
裕 

河
北
運
輸（
株
）

外 

部 

監 

事 

○
望
月
由
里
子 

（
株
）広
栄
電
設　
　

 

■
理
　
事

【
第
一
支
部
】

地　

区　

長 

　

下
田　

守
広 

Ｆ
ス
リ
ー
Ｓ（
株
）

第
十
四
回 

通
常
総
会
新
人
事
決
ま
る

地　

区　

長 

　

中
田　

信
也 

（
株
）か
ら
だ

　
　

〃　
　

 

　

加
藤　

浩
一 

（
株
）大
泉
自
動
車
教
習
所

【
第
二
支
部
】

地　

区　

長 

　

小
池　

道
子 

（
株
）イ
ナ
・
エ
ス
テ
ー
ト

　
　

〃 

　

平
井　

正
治 

（
株
）平
井
不
動
産
鑑
定

　
　

〃 

　

長
濱　

秀
幸 

（
医
）莉
生
会
メ
ディ
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
 

　
　
　

 

石
神
井
公
園

　
　

〃 

○
河
野　

孝
史 

（
株
）Ｋ
，ｓ
ト
ラ
ス
ト

【
第
三
支
部
】

地　

区　

長 

　

町
田　
　

光 

（
株
）町
田
硝
子
店　
　

　
　

〃 

○
佐
藤　

尚
武 

丸
芳
木
材（
株
）

　
　

〃 

○
佐
藤　

友
彦 

（
株
）ト
ッ
プ
ワ
ン

　
　

〃 

　

田
中　

則
雄
（
株
）小
関
田
中
園

【
第
四
支
部
】

地　

区　

長 

　

北
川　
　

潤 

日
本
エ
ヌ
ティ
ア
ー
ル（
株
）

　
　

〃 

○
石
塚　

正
一 

（
有
）石
塚
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス

　
　

〃 

　

秋
田　

丈
人 

（
株
）オ
フ
ィ
ス
秋
田　

　
　

〃 

　

小
澤　

伸
一 

（
株
）武
蔵
野
企
画

【
第
五
支
部
】

地　

区　

長 

　

大
隅　
　

智 

（
株
）ル
フ
モ

　
　

〃 

　

髙
橋　

正
敏 

（
有
）西
大
泉
髙
橋
由
工
務
店

　
　

〃 

　

柾　
　

博
光 

（
株
）昇
和

　
　

〃 

○
野
﨑　

智
絵 

（
株
）ゆ
と
り
な

【
第
六
支
部
】

地　

区　

長 
　

小
西　

繁
行 

（
株
）小
西
造
園
土
木

　
　

〃 
○
小
松　

久
剛 

（
有
）小
松
金
物
店

　
　

〃 

　

松
浦　

大
介 

（
株
）H
I
G
H-

F
I
V
E

【
第
七
支
部
】

地　

区　

長 

　

草
柳　

和
典 

（
合
）グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
ン
ス

　
　

〃 

　

伊
東　

祥
明 
（
株
）伊
東

厚
生
委
員
会
委
員 　

山
下　

嘉
正 
（
有
）東
京
ヤ
マ
ハ
ツ
商
事

組
織
委
員
会
委
員 　

加
藤　

修
一 

（
社
副
）泉
陽
会 

光
陽
苑

女
性
部
会
副
部
会
長 

○
高
橋　

靖
子 

北
園
ゆ
り
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

青
年
部
会
副
部
会
長 

○
草
間　

恵
子 

（
株
）メ
グ
カ
ン
パ
ニ
ー　

　
　

〃 

○
加
藤　

秀
明 

（
有
）Ｓ
Ｋ
ビ
ル

源
泉
部
会
副
部
会
長 　

和
﨑　

健
治 

（
株
）建
和

幹　
　
　

事 

○
山
路　

大
輝
（
株
）山
路
建
設

　
　

〃 

○
鈴
木　

拓
野 

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険（
株
）

 

■
女 

性 

部 

会

部　

会　

長 

○
岩
澤　
　

薫 

（
有
）創
栄

担
当
副
会
長 

　

坂
口
亀
一
郎 

（
株
）若
杉
工
務
店

副 

部 

会 

長 

　

小
川
美
千
江 

（
有
）八
木
商
事

　
　

〃 

○
髙
橋　

靖
子 

北
園
ゆ
り
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

幹　
　
　

事 

　

小
松　

律
子 

蕪
嶋
食
品

　
　

〃 

　

小
菅　

雅
子 

（
株
）み
や
び

　
　

〃 

　

齊
藤　

敦
子 

N
P
O
法
人 

す
ま
い
る
ウ
イ
ズ

　
　

〃 

　

柴
田　

幸
子 

柴
田
さ
ち
こ
事
務
所

 

■
源 

泉 

部 

会

部　

会　

長 

　

浅
井
洋
一
郎 

（
株
）佃
屋

担
当
副
会
長 

　

丸
山　

晶
子 

（
医
）遼
山
会 

関
町
病
院 

副 

部 

会 

長 

　

髙
橋　

佳
子 

マ
ー
テ
ル
ハ
ウ
ス（
株
）

　
　

〃 

　

中
村　

行
宏 

丸
善
塗
装
工
業（
株
）

　
　

〃 

　

和
﨑　

健
治
（
株
）建
和

　
　

〃 

　

橋
本
奈
津
子 

オ
フィ
ス 

ワ
コ
ウ

　
　

〃 

　

大
橋　
　

徹
（
公
財
）ア
イ
メ
イ
ト
協
会

幹　
　
　

事 

　

小
池
智
恵
子
（
株
）小
池
工
務
店

　
　

〃 

　

礒
部
翔
太
郎 

（
有
）ア
ト
リ
エ
翔

　
　

〃 

　

曽
我　

幸
弘
（
株
）曽
我
工
業　
　
　

　
　

〃 

○
阿
部　

敬
子 

東
財
建
設（
株
）

　
　

〃 

○
宮
地　

宏
樹 

（
有
）ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

源
泉
部
会
副
部
会
長 　

中
村　

行
宏 

丸
善
塗
装
工
業（
株
）
　

　
　

〃 

○
大
橋　
　

徹 

（
公
財
）ア
イ
メ
イ
ト
協
会

外  

部  

理  

事 

○
髙
橋　

敏
子 

（
一
社
）練
馬
西
青
色
申
告
会

 

■
青 

年 

部 

会

部　

会　

長 

○
松
浦　

大
介 

（
株
）H
I
G
H-

F
I
V
E

担
当
副
会
長 

　

山
﨑　

史
郎
（
株
）Y
・
S
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

副 

部 

会 

長 

　

秋
田　

丈
人
（
株
）オ
フ
ィ
ス
秋
田

　
　

〃 

　

草
間　

恵
子 

（
株
）メ
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

　
　

〃 

　

加
藤　

秀
明
（
有
）Ｓ
Ｋ
ビ
ル

　
　

〃 

　

古
谷　

義
範
（
株
）ア
イ
エ
ス　
　

　
　

〃 

　

阿
部　

裕
子
（
株
）ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
ｏ

　
　

〃 

○
栁
沼　

大
介 

（
株
）い
く
蔵

会 

計 

幹 

事 

　

関
口　
　

誠 

（
株
）セ
キ
グ
チ
プ
ラ
ネ
ッ
ト

　
　

〃 

　

宮
地　

宏
樹 

（
有
）ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

会 

計 

監 

査 

　

中
田　

信
也
（
株
）か
ら
だ

　
　

〃 

　

三
浦　

隆
二
（
株
）ミ
ッ
ツ
ダ
イ
ヤ

幹　
　
　

事 

　

田
中　

喜
芳 

田
中
空
調（
株
）

　
　

〃 

　

吉
田　

明
生
（
株
）吉
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
商
会

　
　

〃 

　

莊　
　

紘
之 

大
庄
商
事（
株
）

　
　

〃 

　

葛
西　

康
太 

グ
ロ
シ
ー
ド（
株
）

　
　

〃 

　

杭
本　

一
也 

北
斗
設
備（
株
）

　
　

〃 

　

岡
崎　
　

孝 

建
和
リ
フ
ォ
ネ
ッ
ト

　
　

〃 

　

川
嶋　

博
人 

（
株
）川
嶋
建
築
事
務
所

　
　

〃 

　

川
田　

明
美　

焼
き
鳥 

と
ん
ぼ

　
　

〃 

　

佐
々
木
博
臣
（
株
）佐
々
木
塗
装

　
　

〃 

　

高
橋　

裕
二
（
有
）高
宗

　
　

〃 

　

曽
我　

力
也
（
株
）曽
我
工
業

　
　

〃 

○
中
野　

拓
也
（
株
）王
泉

　
　

〃 

○
貫
井　

貴
彦　

リ
ス
ト
ラ
ン
テ
カ
ル
ド

　
　

〃 

○
小
松　

久
剛 

（
有
）小
松
金
物
店

　
　

〃 

○
三
浦　

美
保
（
株
）ミ
ッ
ツ
ダ
イ
ヤ

　
　

〃 

○
天
野　

正
子 

（
一
社
）g
row
t
h  harmony

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
令
和
六
年
度 

東
京
国
税
局
長
表
彰（
税
務
功
労
）

 

副
会
長　

丸
山　

晶
子 

 

（
医
）遼
山
会 

関
町
病
院

◎
令
和
七
年
度 

全
法
連
功
労
者
表
彰

 

会　

長　

髙
橋　

利
充 

（
株
）ア
プ
ロ
ー
ズ

◎
令
和
七
年
度 

全
法
連 

永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

　
（
法
人
会
推
薦
）

 

常
任
理
事　

小
澤　

英
雄 

（
株
）小
澤
葬
祭

 

二
〇
二
五
年 

通
常
総
会
で
の
受
彰
者

 

第
四
支
部　

副
地
区
長　

浅
井 

洋
一
郎 

（
株
）佃
屋

 

第
五
支
部　

副
地
区
長　

望
月 
由
里
子 

（
株
）広
栄
電
設

 

第
五
支
部　
　
　
　
　

 

工
藤　

浩
司 

リ
ア
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
80（
株
）

 

第
六
支
部　

支
部
長　

山
﨑　

史
郎 
（
株
）Y・S
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

 

第
六
支
部　

副
地
区
長　

上
村　

明
夫 
（
有
）上
む
ら
商
店

 

第
七
支
部　

地
区
長　

草
柳　

和
典 
（
合
）グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
ン
ス

 

第
七
支
部　

副
地
区
長　

岩
澤　
　

薫 

（
有
）創
栄

  

第
十
四
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、

　
　
理
事（
役
員
）を
退
任
さ
れ
た
皆
様

　　

永
年
練
馬
西
法
人
会
の
役
員
と
し
て
ご
活
躍
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
当
法
人
会
の
発
展
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
事
業
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

◎
第
十
四
回 

総
会 

法
人
会
会
長
表
彰
者

　
（
役
員
退
任
功
労
表
彰
）

 

第
一
支
部　

監　
　

事　

井
口　

昌
光 

（
株
）井
口
運
送

 

第
二
支
部　

副
会
長　

本
橋
章
一
郎  

モ
ト
セ
イ
ホ
ー
ム（
有
）

 

第
二
支
部　

常
任
理
事　

本
橋
世
紀
子  

（
有
）サ
ン
ア
ー
バ
ン

 

第
二
支
部　

理　
　

事　

小
川
美
千
江  

（
有
）八
木
商
事

 

第
四
支
部　

監　
　

事　

金
山　

仁
子  

（
株
）太
平
ホ
ー
ム

 

第
四
支
部　

理　
　

事　

嶋
津　

泰
男  

（
有
）嶋
津
食
品
店

 

第
四
支
部　

副
地
区
長　

野
田　

兼
惟 

（
有
）野
田
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

 

第
四
支
部　

副
地
区
長　

鈴
木　

政
盛  

武
蔵
関
運
輸（
株
）

 

第
五
支
部　

理　
　

事　

平
野　

喜
芳 

（
有
）昭
代
ビ
ル

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

◎
令
和
七
年
度 

東
法
連 

永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

　
（
法
人
会
推
薦
）

 

常
任
理
事　

北
川　
　

潤  

日
本
エ
ヌ
テ
ィ
ア
ー
ル（
株
）

 

理　
　

事　

下
田　

守
広  

F
ス
リ
ー
S（
株
）

◎
令
和
六
年
度 

東
法
連 

会
員
増
強
功
労
者
表
彰

　
（
法
人
会
推
薦
）

 

副
会
長　

吉
田 

久
美
子 

（
株
）宝
建
工
務
店

 

理　
　

事　

中
田　

信
也  

（
株
）か
ら
だ

 

理　
　

事　

松
浦　

大
介  

（
株
）H
I
G
H-

F
I
V
E

◎
令
和
六
年
度 

練
馬
区
区
民
表
彰（
商
工
業
功
労
）

 

副
会
長　

吉
田 

久
美
子 

（
株
）宝
建
工
務
店

◎
令
和
六
年
度 

東
京
都
練
馬
都
税
事
務
所
長
感
謝
状 

表
彰

　
（
税
務
功
労
）

 

副
会
長　

丸
山　

晶
子 

 

（
医
）遼
山
会 

関
町
病
院

◎
令
和
六
年
度 

練
馬
区
納
税
功
労
者
感
謝
状 

表
彰

　
（
税
務
功
労
）

 

常
任
理
事　

小
池　

道
子 

（
株
）イ
ナ
・
エ
ス
テ
ー
ト

◎
令
和
六
年
度 

練
馬
西
税
務
署
長 

表
彰（
税
務
功
労
）

 

常
任
理
事 

山
﨑　

史
郎 

（
株
）Y
・
S
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

 

常
任
理
事　

鈴
木　

昌
一 

（
有
）ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

◎
令
和
六
年
度 

練
馬
西
税
務
署
長 

感
謝
状 

表
彰

　
（
税
務
功
労
）

 

常
任
理
事　

吉
田　

明
生 

（
株
）吉
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
商
会

 

理　
　

事　

平
井　

正
治 

（
株
）平
井
不
動
産
鑑
定

◎
令
和
六
年
度 

法
人
会
会
長
会
員
増
強
功
労
表
彰

　
（
支
部
推
薦
）

 

第
一
支
部　

地
区
長　

加
藤　

浩
一  

（
株
）大
泉
自
動
車
教
習
所

 

第
一
支
部　

副
地
区
長　

稲
月　

仁
一  

（
株
）ア
ナ
ザ
ー
レ
ジ
ェ
ン
ド

 

第
一
支
部　

副
地
区
長　

栁
沼　

大
介  

（
株
）い
く
蔵

 

第
二
支
部　

支
部
長　

小
池　

道
子  

（
株
）イ
ナ
・
エ
ス
テ
ー
ト

 

第
三
支
部　

地
区
長　

町
田　
　

光  

（
株
）町
田
硝
子
店

 

第
三
支
部　

副
地
区
長　

佐
藤　

尚
武  

丸
芳
木
材（
株
）

 

第
四
支
部 

地
区
長　

小
澤　

伸
一  

（
株
）武
蔵
野
企
画

 

第
四
支
部　

地
区
長　

秋
田　

丈
人  

（
株
）オ
フ
ィ
ス
秋
田

三
部
会 

新
人
事
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税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

川村　貴史
署長

酒井　武
総務課長

大村　紀仁
法人１統括官

秦　敏彦
法人３統括官

櫻井　宏太
法人１上席（審理）

中村　裕治
法人１上席（源泉）

河井　正明
副署長

開原　啓文
課 長 補 佐

練馬西税務署 幹部職員（新旧）名簿
令和7年7月10日発令

職　　名
新　任　者 前　任　者

氏　名 前　任　地 氏　名 転　出　先

署　　　長 川村　貴史 網走 署　長 近藤　高史 新宿 徴収・指導官

副   署   長 河井　正明 庁・税理士監理室 課長補佐 北林　元寛 業セ・渋谷 統括管理官

総 務 課 長 酒井　武 課一・訟務 総括主査 藤田　晋 総務・総３ 課長補佐

総務課長補佐 開原　啓文 調一・調管 調査官 木田　容子 豊島 総務・補佐

法人１統括官 大村　紀仁 銚子 法人１統括 柳澤　秀樹 調一・広域 課長補佐

法人２統括官 吉野　友隆 留任 吉野　友隆 留任

法人３統括官 秦　敏彦 渋谷 法人 17 統括 小池　成彦 杉並 法人４統括

法人１上席（審理） 櫻井　宏太 練馬東 法人１　上席 馬場　秀典 甲府 酒類指導官 
・調査官

法人１上席（源泉） 中村　裕治 練馬西 法人１　上席 米倉　典子 業セ・東京上野 管理官

新幹部職員紹介

練
馬
西
税
務
署
長

川
村　

貴
史

◆◆
◆◆
◆◆  

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶  

◆◆
◆◆
◆◆

　

残
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西

法
人
会
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
練
馬
西
税

務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
川
村
貴
史
で

ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
近
藤
署
長
同
様

ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

髙
橋
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会

員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
税
務
行
政

の
円
滑
な
運
営
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
小
学
校

に
対
す
る
租
税
教
室
や「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
重
ね
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
税
に
関
す
る
研
修
会
を
積
極

的
に
開
催
し
て
い
た
だ
く
な
ど
税
知
識

の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚
に
も
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は

令
和
六
年
度
税
制
改
正
に
伴
い
、
令
和

六
年
分
所
得
税
に
つ
い
て
定
額
に
よ
る

所
得
税
の
特
別
控
除(

定
額
減
税)

へ
の
対

応
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
研
修
会
や

説
明
会
な
ど
を
開
催
い
た
だ
い
た
皆
様

の
お
か
げ
も
あ
り
ま
し
て
、
大
き
な
混

乱
も
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、

献
血
や
管
内
の
駅
前
で
の
清
掃
活
動
な

ど
、
地
域
に
根
差
し
た
様
々
な
活
動
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
と
伺
っ
て
お
り
、
会
員
の
皆
様
方

の
法
人
会
活
動
に
対
す
る
熱
意
と
ご
尽

力
に
対
し
ま
し
て
も
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

さ
て
、
国
税
当
局
に
お
い
て
は
、
納

税
者
利
便
の
向
上
や
税
務
行
政
全
体
の

効
率
化
に
加
え
、
社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
推

進
へ
の
貢
献
も
図
る
観
点
か
ら
、
税
務

行
政
の
Ｄ
Ｘ
の
更
な
る
推
進
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
法
人
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
は
、
財
務
諸
表
や
勘

定
科
目
内
訳
明
細
書
等
の
添
付
書
類
を

含
め
た
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告
手
続
き
、

い
わ
ゆ
る
A
L
L
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
強
く
推

奨
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
練
馬

西
法
人
会
の
皆
様
と
の
連
携
・
協
力
は
欠

か
せ
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
地
域

や
業
界
を
牽
引
い
た
だ
く
皆
様
方
に
は
、

普
段
の
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
Ａ
Ｌ
Ｌ
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
は

も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
等

の
税
務
手
続
の
更
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
て
い
た
だ
き
、
皆
様
方
を
中
心
に

デ
ジ
タ
ル
化
を
波
及
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
税
務
の
良
き
理
解
者
と
し

て
、
そ
し
て
、
私
ど
も
の
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
今
後
と
も
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団

法
人
練
馬
西
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事

業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
私
の
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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社長さんこんにちは 社長さんこんにちは

自
分
で
成
長
す
る
力
を
育
む

本
物
の
体
験
が
こ
こ
に
！

　

皆
さ
ま
初
め
ま
し
て
、
石
神
井
公
園
三
宝
寺
池

の
そ
ば
で
二
〇
二
三
年
八
月
に
設
立
し
ま
し
た
一

般
社
団
法
人grow

th harm
ony

（
通
称
グ
ロ
ハ
モ
）

の
代
表 

天
野
正
子
と
申
し
ま
す
。

　

グ
ロ
ハ
モ
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
体
験
型
探
究
学
習

を
通
し
て
、
子
ど
も
達
に
自
分
が
ど
ん
な
人
間
な

の
か
よ
く
理
解
し
、
誰
も
が

互
い
に
そ
の
個
性
を
認
め
合

い
活
か
し
な
が
ら
人
生
を
歩

ん
で
い
け
る
共
生
社
会
実
現

を
目
指
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

　

grow
th ham

ony

と
い
う

名
前
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
と
わ

か
り
や
す
い
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
楽
器
だ
け
で
も
素
晴
ら

し
い
の
で
す
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に
楽
器

（
個
性
）
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
素
晴
ら

し
い
演
奏
に
な
る
。
子
ど
も
達
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

奏
で
る
よ
う
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
個
性
が
あ
り

ま
す
。
自
分
を
出
し
主
体
性
を
も
っ
て
生
き
る
力
を
、

リ
ア
ル
職
業
体
験
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
育
み
ま

す
。
ま
た
チ
ー
ム
と
な
っ
た
子
ど
も
達
は
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
認
め
合

う
こ
と
で
、
目
標
に
向
け
て
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
力
も
活
動
で
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
を
中
心
と
し
な
が
ら
子
育
て
を
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
親
御
様
も
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
、
子
育
て

コ
ー
チ
ン
グ
や
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
な
ど
総
合
的

な
サ
ポ
ー
ト
も
し
ま
す
。

　

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
す
る
リ
ア
ル
体
験
が
子
ど

も
達
の
成
長
を
飛
躍
さ
せ
ま
す
。
ぜ
ひ
グ
ロ
ハ
モ

で
大
切
な
お
子
様
の
子
育
て
を
一
緒
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

古
く
な
っ
た
建
物
・
橋
脚
を
守
る
！

　

皆
様
は
じ
め
ま
し
て
、
代
表
の
三
浦
隆
二
と
申
し

ま
す
。
平
成
三
十
一
年
一
月
に
株
式
会
社
ミ
ッ
ツ
ダ

イ
ヤ
を
設
立
い
た
し

ま
し
た
。

　

当
社
は
建
設
業
で

す
が
、
皆
様
に
は
あ

ま
り
馴
染
み
の
無
い

職
種
だ
と
思
い
ま

す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

コ
ア
工
事
・
ケ
ミ
カ

ル
ア
ン
カ
ー
工
事
な

ど
と
呼
び
ま
す
が
、

主
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
に
対
し
て
工
業
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
刃
を
用

い
て
穴
を
開
け
る
工
事
で
す
。
穴
と
言
っ
て
も
用
途

は
色
々
と
あ
り
ま
す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
等
で

配
管
・
配
線
を
通
す
穴
。
道
路
・
線
路
・
河
川
に
掛

か
る
橋
な
ど
を
耐
震
補
強
の
為
に
開
け
る
穴
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

直
近
で
は
関
越
自
動
車
道
坂
戸
イ
ン
タ
ー
付
近
に

て
耐
震
補
強
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
は
地
震
大
国
で
あ
り
ま
す
が
、
近
い
将
来

発
生
の
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
大
規
模
地
震

に
、
関
東
か
ら
九
州
の
広
い
範
囲
で
強
い
揺
れ
と
高

い
津
波
が
発
生
す
る
と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
。

　

首
都
中
枢
機
能
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
首
都
直

下
型
地
震
等
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
今
後
三
十

年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
が
七
十
～
八
十
％
と
高
い

数
値
で
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
耐
震
補
強
工
事
は
と
て
も
大
切
で
急
務

な
仕
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
社
と
し
て
も
請

け
負
っ
た
工
事
に
対
し
責
任
感
を
持
っ
て
施
工
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
常
日
頃
か
ら
防
災
の
意

識
・
準
備
を
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

一
般
社
団
法
人 

g
r
o
w
t
h
 h
a
r
m
o
n
y

代
表
理
事  

天
野
　
正
子

石神井台 1-22-10
電話090-4544-1753

第 3 支部

株
式
会
社 

ミ
ッ
ツ
ダ
イ
ヤ

代
表
取
締
役  

三
浦
　
隆
二

石神井台 5-8-5
電話 03-6279-7598

第 3 支部

スポーツ記者体験＠国立競技場

耐震補強工事の様子

未
来
創
造
ス
ケ
ッ
チ
実
現
に
向
け
て

　

善
福
寺
公
園
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
野
田
と
申
し
ま

す
。
昨
年
、
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
当
ク
ラ
ブ

で
は
、ク
レ
ー
コ
ー
ト
八
面
、砂
入
り
人
工
芝
二
面
、

壁
打
ち
練
習
コ
ー
ト
一
面
に
加
え
、「
パ
デ
ル
」
専

用
コ
ー
ト
二
面
を
備
え
、
会
員
制
ク
ラ
ブ
を
軸
に
、

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
や
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
ク
ラ
ス
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
や

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
ト
レ
ー
ロ
ス
」、
パ
デ
ル
東
京
へ

の
施
設
提
供
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
健
康
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
週
末
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や

地
域
向
け
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
、
世
代
を
超
え
た

交
流
の
場
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

創
業
当
初
は
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
と
し
て
歩
み
始
め

ま
し
た
が
、
現
場
に
立
ち
続
け
る
中
で
、「
も
っ
と

多
く
の
人
に
開
か
れ
た
場
所
に
し
た
い
」「
地
域
の

皆
さ
ま
が
集
え
る
場
所

に
し
た
い
」
と
い
う
想

い
が
次
第
に
強
ま
り
、

そ
の
想
い
こ
そ
が
、
現

在
の
多
目
的
型
ク
ラ
ブ

へ
の
進
化
を
後
押
し
す

る
原
動
力
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
想
い
か
ら

生
ま
れ
た
の
が
、
私
た

ち
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン「
未
来
創
造
ス
ケ
ッ
チ
」で
す
。

こ
の
ス
ケ
ッ
チ
に
は
、
テ
ニ
ス
を
中
心
に
、
サ
ッ

カ
ー
・
野
球
・
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
・
ゴ
ル
フ
な
ど
多

彩
な
ス
ポ
ー
ツ
が
共
存
し
、
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
は
な
く
、「
地
域
の
未
来
を
共
に
育
む
場
所
」

と
し
て
の
姿
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
未
来
創
造
ス
ケ
ッ
チ
」
の
実
現

に
向
け
て
、
一
歩
一
歩
丁
寧
に
、
そ
し
て
情
熱
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
時
『
日
本
は
米
国
に
つ
ぐ
保
険
加
入
率
』
で

し
た
が
…
加
入
内
容
や
そ
の
機
能
に
つ
い
て
の
理

解
度
は
乏
し
い
状
態
で
し
た（
現
在
も
ほ
ぼ
同
様
）。

【
Ｆ
Ｐ
等
の
資
格
を
取
得
・
駆
使
し
、
情
報
提
供
を

行
い
、
コ
ン
サ
ル
の
上
で
の
お
客
様
が
納
得
し
た

プ
ラ
ン
提
供
と
い
う
手
法
】
に
感
銘
し
、
約
三
十

年
近
く
、
使
命
感
を
持
っ
て
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
『
払
済
』『
変
換
』な
ど
種
々
な
保
全
方
法
も
あ
り
、

【
法
人
・
個
人
隔
た
り
な
く
対
応
】
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　

時
に
は
顧
問
弁
護
士
等
の
士
業
の
方
々
と
連
携

し
な
が
ら
問
題
解
決
を
図
り
ま
す
。
保
険
以
外
の

事
案
も
ご
相
談
下
さ
い
。

　
【
不
動
産
業
】
は
先
代
か
ら
継
承
し
た
【
介
護
付

き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
石
神
井
・

南
館
と
北
館
】
の
所
有
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

運
営
は
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
で
あ
る（
株
）
太
平
洋

シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
行
っ
て
お
り
、
弊
社
で
は

多
く
の
高
齢
な
ご
入
居
者
様
が
安
全
に
日
々
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
法
令
点
検
は
勿
論
、
年
数
回
の
定

期
点
検
を
も
と
に
給
湯
水
管
・
エ
レ
ベ
ー
タ
等
の

修
繕
・
更
新
を
滞
り
な
く
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
郊
の
ご
入
居
者
様

も
多
く
、
地
元
の
方
々

に
安
心
と
信
頼
頂
け
る

施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

貴
会
に
は
時
々
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
情
報
交
換
な
ど
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

Ｆ
Ｐ
業
務
と
不
動
産
業
務
で
皆
様
へ
の

貢
献
を
目
指
し
ま
す　
　
　
　

 

　

弊
社
は
武
蔵
関
駅
徒
歩
圏
内
に
ご
ざ
い
ま
す
。

『
生
損
保
代
理
店
業
』
と
『
不
動
産
賃
貸
業
』
を
営

ん
で
お
り
ま
す
。

　
【
保
険
業
】
は
私
が
一
九
九
七
年
に
お
誘
い
を
受

け
て
転
職
し
た
ソ
ニ
ー
生
命
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

未来創造スケッチ

シルバーシティ石神井 南館の外観

日
本
ラ
イ
フ
・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー 

有
限
会
社

代
表
取
締
役  

田
中
　
稔
郎

関町東 1-16-9
電話 03-3928-1110

第 4 支部

株
式
会
社 

野
田
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役  

野
田
　
照
彦

第 4 支部

関町南 1-4-48
電話 03-3929-2806

グ
ロ
ー
ス 
ハ
ー
モ
ニ
ー



国税庁では、納税者や税理士の皆様の利便性向上と税務行政の効率化のため、
添付書類（財務諸表や勘定科目内訳明細書等）を含めたe-Tax（ALL e-Tax）を推進しています。

ALL e-Taxのメリット

法人税の電子申告のQ&A

財務諸表データの作成方法 財務諸表データのe-Tax送信方法

e-Tax申告法人の4社に3社がALL e-Taxです!!e-Tax申告法人の4社に3社がALL e-Taxです!!

業務の効率化 ペーパーレス化 コスト削減

パターン①

国税庁

Q1 Q2添付書類を含めたe-Tax
（ALL e-Tax）の利用はど
のくらい進んでいますか？

e-Taxで送信できる添付書
類のデータ形式は決まって
いますか？

Q3 CSV形式で財務諸表を作
成し、e-Taxで送信する方
法を教えてください。

発送の手間や税務
署へ行く手間を解消

郵送料、印刷代、
交通費の削減

書類の保管場所が不要
遠隔地でも書類が確認可能

法令により、提出する書類ごとに
データ形式が定められています。

「国税庁動画チャンネル」
に動画を掲載しています。

◆財務諸表   XBRL 形式・CSV 形式
◆勘定科目内訳明細書  XML形式・CSV形式
※上記の添付書類はPDF形式による提出が
　認められていません。

※財務諸表データの提出方法に
ついては裏面をご覧ください。

YouTube「国税庁動画チャンネル」

Ch
ec
k

Ch
ec
k

「会計ソフト」と「税務（申告）ソフト」の互換性に応じた対応

ソフト間に互換性がある

詳しくは、e-Taxホームページを
ご覧ください。

会計
ソフト

会計
ソフト

税務
（申告）
ソフト

税務（申告）ソフトからe-Taxに送信することができます !!
※会計ソフトからのデータの出力方法や税務（申告）ソフトへの
取り込み方法は、ご利用のソフト会社にお問い合わせください。

パターン② ソフト間に互換性がない

e-Taxソフト
又は

税務（申告）ソフト
(※)

標準フォームを活用し、CSV 形式のデータを作成します。
作成後、e-Taxソフトからe-Taxに送信することができます!!

CSV
財務諸表
データ

CSV
財務諸表
データ

XML
申告
データ

XML
申告
データ

XBRL
財務諸表
データ

※ご利用の税務（申告）ソフトによっては、国税庁標準フォーム
に加工した財務諸表データ（CSV 形式）を取り込んで送信する
ことも可能です。

作成

標準フォーム

※標準フォームの場合はCSV 形式

パターン① 申告データと同時送信

税務
（申告）
ソフト

税務
（申告）
ソフト

e-Tax
ソフト

（追加送信）

税務署
(e-Tax)

パターン② 申告データ送信後に
e-Taxソフトで追加送信

XBRL   or   CSV
財務諸表データ

XBRL   or   CSV
財務諸表データ

財務諸表データの送言

¥

e-Taxで申告した法人の
4社に3社が、
ALL e-Taxです。
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税務署からのお知らせ
都税事務所からのお知らせ
東法連退職金制度のお知らせ

【東京都主税局】
eLTAX 電子納税のご案内

「電子申告手続は税理士」、「納税手続は法人」の場合に、
便利な情報をお届けします
　法人の都民税・事業税等について、関与税理士がeLTAXで電
子申告した場合でも、利用者IDと暗証番号を共有いただければ、
法人側で、ダイレクト納付などの電子納税が簡単にできます！

詳しくは、こちら⇒

税理士

電子申告
利用者ID
暗証番号
　を共有

電子納税
以下の方法から選べます
・ダイレクト納付
・インターネットバンキング
・クレジットカード

法人

【お問合せ先】 東京都主税局徴収部徴収指導課  TEL（直通）：03-5388-2984
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税理士会ニュース
メールアドレス登録の案内 部会・委員会活動報告

※賛は賛助会員です。

税
理
士
会
ニ
ュ
ー
ス

　

今
回
は
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た「
防
衛
特
別
法
人

税
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、「
防
衛
特
別
法

人
税
」
と
い
う
新
た
な
税
目
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
税
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る

す
べ
て
の
法
人
の
事
業
年
度
か
ら
申
告
が
必
要
と

な
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
国
税
庁
は
五
月

三
〇
日
付
で
申
告
書
様
式
等
の
情
報
を
公
表
し
ま

し
た
。

■
申
告
書
の
様
式
と
記
載
義
務

　

防
衛
特
別
法
人
税
の
申
告
書
は
、
法
人
税
・
地
方

法
人
税
の
別
表
一
の「
次
葉
」
に
追
加
さ
れ
、
原
則

す
べ
て
の
法
人
が
提
出
対
象
と
な
り
ま
す
。
税
額
が

ゼ
ロ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
次
葉
に「
ゼ
ロ
」
と
記

載
し
て
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
点
に
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
防
衛
特
別
法
人
税
の
計
算
方
法

　

こ
の
税
の
課
税
標
準
は「
基
準
法
人
税
額
」
か
ら

五
百
万
円
を
控
除
し
た
金
額
で
す
。
そ
の
課
税
標
準

に
対
し
、
税
率
四
％
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

基
準
法
人
税
額
と
は
、
所
得
控
除
や
税
額
控
除
な

ど
の
適
用
前
の
法
人
税
額
を
指
し
ま
す（
租
税
特
別

措
置
を
除
外
し
た
金
額
）。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
中

小
企
業
向
け
の
税
額
控
除
制
度
等
を
活
用
し
て
い
て

も
、そ
れ
ら
の
控
除
前
の
金
額
が
基
準
と
な
り
ま
す
。

■
経
営
者
の
皆
様
へ

　

防
衛
特
別
法
人
税
は
、
一
見
し
て
該
当
し
な
い
と

思
わ
れ
る
企
業
で
も
申
告
義
務
が
生
じ
ま
す
。
特
に

税
額
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も
記
載
と
提
出
が
必
要
で

あ
る
点
、
申
告
書
類
が
別
表
一
に
統
合
さ
れ
る
点
な

ど
、
実
務
対
応
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
会
計
事
務

所
と
も
連
携
し
、
令
和
八
年
四

月
以
後
の
申
告
に
備
え
て
事

前
の
準
備
を
進
め
て
お
く
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

川井隆史 広報部長

「メールアドレス」ご登録のお願い
今後、E メールを連絡手段として活用したいと考えています。
法人会では Eメールにて、研修会・イベントやコラム等の情報を

掲載し発信していきます。

是非この機会にメールアドレスの情報をお教えいただけますと幸甚です。

メールアドレスは「メールアドレス登録フォーム」より
必要事項をご入力の上、ご登録ください。
ご不明な点等ございましたら、お気軽にお尋ねください。

どうぞよろしくお願いいたします。

■お問い合わせ先
   練馬西法人会事務局 TEL 03-3923-7272

練馬西法人会ホームページ：http://www.nerimanishi-houjinkai.or.jp

スマートフォンの方 PCの方

練馬西法人会

左記のQR コードを読み取り、
メールアドレス登録フォーム
にアクセスの上、情報をお送り
ください。

練馬西法人会のホームページトップに設置さ
れたバナーからメールアドレス登録フォーム
にアクセスの上情報をお送りください。

練馬西法人会 ねりりん

部会・委員会活動報告 2025.4.22 〜 2025.7.18

源泉部会開講式

日時／令和7年5月21日（水）  場所／練馬西税務署 ２階会議室
人数／19名

拡大厚生連絡協議会

企業経営セミナー

日時／令和7年5月13日（火）  場所／勤労福祉会館　２階会議室
人数／16名

日時／令和7年5月18日（日） 場所／光が丘体育館
人数／青年部会より3名

公益事業委員会 駅前清掃

研修会風景

釣り同好会

日時／令和7年4月22日（火） 場所／横浜・金沢八景
人数／18名

4支部 税務研修会

青年部会 野外研修会 わんぱく相撲

簿記研修会
日時／令和7年4月5日〜5月24日
全6回　合計110名

日時／令和7年7月18日（金） 場所／関町北地区区民館 会議室3
人数／39名

日時／令和7年7月6日（日） 場所／ログハウスパーク&バーベキュー広場
人数／107名

日時／令和7年5月16日（金）  場所／勤労福祉会館　２階会議室
人数／32名

日時／令和7年6月14日（土）　人数／合計144名
場所／大泉学園・石神井公園・上石神井・武蔵関の4駅前

駅前清掃に参加した皆さん

べっら・ぼーちえ音楽院の皆様に花束贈呈

セミナー風景

わんぱく相撲大会の様子

貸切船でカサゴ釣り

参加いただいた皆さん

多くの方にご参加いただきました



練馬西法人会 ねりりん

ホームページはホームページは
こちらからこちらから
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お知らせ、編集後記 お店紹介

　『焼肉清光』は大泉学園・保谷駅か
ら徒歩で約 25分程度、練馬区立大泉
第三小学校を目印にしていただくとわ
かりやすいです。車の場合は店側に12
台の駐車場があり、遠方からの来客も
多いそうです。バスであれば大泉学園
駅の北口 1番乗り場から片山小行（泉
30）で10分程度の大泉第三小学校前
で下車し進行方向200ｍ先にあります。
　店内はポップな喫茶店をイメージで
きる清潔感ある店内でした。正直決し
て立地の良い場所とは言えないにも関
わらず、私共の来店時は13時でしたが
3組のお待ちのお客様もあり混雑して
いました。
　1988年《㈲ミート青木》肉の卸売り
事業の強みを生かし、別部門飲食業と
して開店。ここ何年間物価高の影響を
受け、最近は少し値上げをされ一時期
は客足が遠のいたものの、ここのとこ
ろは以前の活気が戻ってきたと喜んで
いらっしゃいました。
　ランチでいただいたのは定番のロー
スセット、カルビセット、グランドメニュー
の上タン塩でどれも1500 円ほどでい
ただけます。ランチセットのロースは
120gで、もやしナムルやキャベツの辛
味和え等とスープ・ミニサラダ・ライス。
ライスは並でも300ｇもあり他では大

　『焼肉清光』は大泉学園・保谷駅か
ら徒歩で約 25分程度、練馬区立大泉
第三小学校を目印にしていただくとわ
かりやすいです。車の場合は店側に12
台の駐車場があり、遠方からの来客も
多いそうです。バスであれば大泉学園
駅の北口 1番乗り場から片山小行（泉
30）で10分程度の大泉第三小学校前
で下車し進行方向200ｍ先にあります。
　店内はポップな喫茶店をイメージで
きる清潔感ある店内でした。正直決し
て立地の良い場所とは言えないにも関
わらず、私共の来店時は13時でしたが
3組のお待ちのお客様もあり混雑して
いました。
　1988年《㈲ミート青木》肉の卸売り
事業の強みを生かし、別部門飲食業と
して開店。ここ何年間物価高の影響を
受け、最近は少し値上げをされ一時期
は客足が遠のいたものの、ここのとこ
ろは以前の活気が戻ってきたと喜んで
いらっしゃいました。
　ランチでいただいたのは定番のロー
スセット、カルビセット、グランドメニュー
の上タン塩でどれも1500 円ほどでい
ただけます。ランチセットのロースは
120gで、もやしナムルやキャベツの辛
味和え等とスープ・ミニサラダ・ライス。
ライスは並でも300ｇもあり他では大

盛サイズ。カルビは脂身の甘味を感じ
られ各部位を堪能できました。
　別途注文の上タン塩は生タンを使
われており、かなり安価で自家製の塩
コショウが絶妙でした。肉の味つけの
もみ込みタレ・つけタレは添加物不要
で熟成に半年以上かけていらっしゃ
るようです。
　他のランチメニューにおいてはスタ
ミナセット（並タンみそ・ホルモン・生
レバー）も密かな人気で、カルビうどん
セットにおいては牛角煮の入った甘辛
うどんで角煮は 6時間かけじっくり煮
込んでおり、やわらか煮だそうです。
　近くに東映撮影所があり、俳優の
故藤田まことさんの大のお気に入り
で、某ドラマの撮影の節目に来店され
たスタッフ全員にカルビうどんを振
舞っていたそうです。
　残念ながらランチタイムの予約は対
応されてないようですが、回転が速くそ
れ程お待ちにならないかと思います。
　ディナータイムも平日は基本予約可
ですが、土日祝日は17時から３組予約
可能だそうです。ドリンクの種類も多
く、特に麦焼酎の《兼八》が安価でワ
インも充実していてお肉の種類によっ
て合うおすすめワインを楽しめると思
うとわくわくしてしまいます。

盛サイズ。カルビは脂身の甘味を感じ
られ各部位を堪能できました。
　別途注文の上タン塩は生タンを使
われており、かなり安価で自家製の塩
コショウが絶妙でした。肉の味つけの
もみ込みタレ・つけタレは添加物不要
で熟成に半年以上かけていらっしゃ
るようです。
　他のランチメニューにおいてはスタ
ミナセット（並タンみそ・ホルモン・生
レバー）も密かな人気で、カルビうどん
セットにおいては牛角煮の入った甘辛
うどんで角煮は 6時間かけじっくり煮
込んでおり、やわらか煮だそうです。
　近くに東映撮影所があり、俳優の
故藤田まことさんの大のお気に入り
で、某ドラマの撮影の節目に来店され
たスタッフ全員にカルビうどんを振
舞っていたそうです。
　残念ながらランチタイムの予約は対
応されてないようですが、回転が速くそ
れ程お待ちにならないかと思います。
　ディナータイムも平日は基本予約可
ですが、土日祝日は17時から３組予約
可能だそうです。ドリンクの種類も多
く、特に麦焼酎の《兼八》が安価でワ
インも充実していてお肉の種類によっ
て合うおすすめワインを楽しめると思
うとわくわくしてしまいます。

こんにちは、練馬西法人会福利厚生制度を担当しています、大同生命の長
沼と申します。今回号では長年担当されていた田代さんに代わり、大泉学
園の美味しい焼肉を紹介させていただくことになりました。社長自ら肉を
仕入れ、タレもこだわっており地元民に愛されているお店です。

去年他界した先代の志を引継ぎ、安心安全良
質肉をモットーに卸問屋の強みを生かし他よ
り良質安価を心掛けすべて手作り添加物無若
しくは低使用、皆様の元気の源となり笑顔に
なっていただければこの上ない幸せです。

オーナーから一言
●代 表 者： 青木 秀樹　
●住　　所：練馬区西大泉３－27－22
●電　　話：03-3921-2901
●営業時間：ランチ11：30～14：00（ラストオーダー13：20）
　　　　　　ディナー17：00～21：30（ラストオーダー20：45）
●定 休 日：毎週月曜日　●支 払 い：現金のみ

焼 肉 清 光
「ロースセット」
「カルビセット」
「上タン塩」

せい　こう
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美味しいお肉を
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地域交流親睦ゴルフ大会
開催日 令和7年10月7日（火）
場　所 おおむらさきゴルフ倶楽部

お 知 ら せ

駅 前 清 掃 献血大会のご案内

令和7年度 決算法人説明会及び新設法人説明会
◆決算法人説明会
●令和7年  9月24日（水）
●令和7年11月20日（木）
時間：午後1時30分～午後4時
場所：（公社）練馬西法人会事務局

◆新設法人説明会
●令和7年11月18日（火）
時間：午後1時30分～午後4時
場所：（公社）練馬西法人会事務局

開催日 令和7年9月13日（土）
場　所 大泉学園駅南口
 石神井公園駅北口
 上石神井駅北口
 武蔵関駅南口
時　間 午前8時から午前9時
※雨天の場合9月20日（土）です。

開催日 令和7年11月11日（火）
場　所 練馬西税務署 駐車場 
時　間 午前10時から午後4時

練馬西法人会 ねりりん
練馬西法人会 ねりりん

※なお、詳細は
　ホームページを
　ご確認ください。

公益事業委員会で実施する「使用済み切手収集」はNPOもったいないジャパン
に寄付致します。この活動は発展途上国の人々の為に役立てられます。
ぜひ捨てずに支部役員あるいは事務局にお届けください。

使用済み切手収集のお願い

※インクカートリッジについては収集していた団体が
取り扱いを中止した為、現在他の収集先を探している
ところです。しばらくの間、回収を中止いたします。

締切り
令和8年2月末日まで

公益事業委員会から

使用済み切手は
切手のまわり5mm程度の
余白をつけてください。
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全法連・東法連役員・委員紹介
今後の活動予定

【今後の活動予定】

練馬西法人会 ねりりん

練馬西法人会 ねりりん

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

練馬西法人会役員の全法連および東法連役員・委員就任について
　

全
法
連
・
東
法
連
の
役
員
お
よ
び
委
員
の
改

選
が
あ
り
、
全
法
連
と
東
法
連
の
役
員
あ
る
い

は
委
員
に
選
任
さ
れ
た
当
法
人
会
役
員
を
紹
介

し
ま
す
。

髙
橋　

利
充 

会
長 

・
全
法
連
副
会
長（
広
報
委
員
長
）

・
東
法
連
副
会
長（
総
務
委
員
長
）

大
森　

重
男 

副
会
長

・
東
法
連
総
務
委
員

丸
山　

晶
子 

副
会
長

・
全
法
連
税
制
副
委
員
長

・
全
法
連
税
制
常
任
委
員
長

・
東
法
連
税
制
税
務
副
委
員
長

吉
田 

久
美
子 

副
会
長　

・
東
法
連
広
報
委
員

坂
口 

亀
一
郎 

副
会
長

・
東
法
連
厚
生
共
益
事
業
委
員

９月　7 日（日） 3・4・5 支部間交流 ソフトボール大会
９月11 日（木） ６支部 税務研修会
９月18 日（木） 7 支部 税務研修会

１0 月 23 日（木） 5 支部 税務研修会
１０月予定 ２支部 野外研修会

１１月 3日（月祝） ファミリージョギング大会
１１月 18 日（火） ４支部 野外研修会
１１月 24 日（月） 1 支部 自転車マナー教室

１１月予定 ２支部 税務研修会
１２月　7 日（日） 3 支部 JAZZ の夕べ


